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安心・快適・都市力（やすらぎと発展）のまちづくり

① 快適な都市生活を支えるまちづくり

○緑化スポット整備工事等 28,000千円

中心市街地拠点緑化事業 36,000千円

新規 ○都市公園等への民間活力導入検討業務 5,000千円
官民連携による賑わい創出や公園整備及び維持管理を効果的かつ効率的に

実施するため、都市公園等への民間活力導入に向けた調査・検討を行います。

○緑の街並みづくり助成 3,000千円
市民や来街者が美しいと感じることができる都市景観を形成するため、市の中心部で

民有地の高木や壁面緑化に対する助成を実施します。

新規

緑の基本計画推進事業 5,107千円

○街路樹ネットワーク計画策定 5,000千円
街路樹による高質な緑の創出、倒木の未然防止による通行者の安全性確保及び維持管理費用の平準化を図るため、現況調査・樹勢調査・

路線ごとの課題整理を行い、樹木の更新や管理方法に関する方針を策定します。

新規

【緑の街並みづくり助成概要】
助成対象：①公開性や視認性のあるもの ②3m以上の高木植栽又は壁面緑化 ③前面道路より6m範囲内の緑化
助成金額：対象工事費の1/2相当と助成基準単価のいずれか小さい額
上限金額：500千円
対象エリア：花とみどりの景観整備計画に位置付けられた主要路線に面する民有地

民有地緑化のイメージパース
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安心・快適・都市力（やすらぎと発展）のまちづくり

① 快適な都市生活を支えるまちづくり

自転車利用促進事業 68,718千円

公営住宅等建替事業 432,902千円

○熊田団地建替事業 411,610千円
老朽化した市営住宅の解消に向けて新たな市営住宅を建設し、将来にわたる良質な住宅ストックの形成を図ります。

・東町地下駐輪場照明更新 7,000千円

・津福駅駐輪場照明更新 3,500千円

・高架下駐輪場施設整備工事 22,000千円

・公共交通駐輪場施設改善等検討業務委託料 7,000千円
　　自転車の利用促進に繋がる既存駐輪場の施設改善等の検討を行います。

安全で快適に回遊でき、まちなかを楽しむことができる「自転車が似合うまち」を目指し、市民や来街者が気軽に自転車を利用できる

自転車利用環境を構築します。

新規

○放置自転車街頭指導・啓発 4,764千円

○放置自転車撤去・保管所管理 12,019千円

○自転車利用促進計画見直し業務等 9,000千円

○駐輪場環境改善 39,500千円

西鉄久留米駅高架下駐輪場整備イメージ
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安心・快適・都市力（やすらぎと発展）のまちづくり

① 快適な都市生活を支えるまちづくり

幹線道路整備促進事業 10,704千円

406,356千円

451,178千円

189,166千円

街路事業 1,046,700千円

○中環状道路整備事業（合川町津福今町線・東町太郎原町線）

○内環状道路整備事業（東櫛原町本町線）

○県施行事業地元負担金

・久留米駅南町線 179,166千円

・東櫛原町本町線 10,000千円

橋りょう長寿命化事業・橋りょう耐震補強事業 514,700千円

○橋りょう長寿命化事業 172,000千円
○橋りょう耐震補強事業 342,700千円

橋りょう長寿命化修繕計画に基づき、橋りょうの計画的な補修・補強工事や予防保全を行います。

また、地震による落橋などの甚大な被害を防止し、幹線道路としての機能を確保するため、橋りょうの耐震補強に取り組みます。

○新規路線事業検討業務 10,000千円
県南地域と連絡する広域幹線道路及び、久留米IC付近などの市内交通渋滞区間の緩和を目的とした道路の調査・検討を実施します。
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安心・快適・都市力（やすらぎと発展）のまちづくり

② 都市開発・地域開発のまちづくり

○土地利用見直し検討業務 18,000千円
全市的視点で、用途地域やその他の都市計画に関する見直し検討など、長期的視点をもって中核都市に相応しい都市計画の構築を図ります。

都市計画関連調査事業 31,759千円

中心拠点・地域生活拠点整備事業 24,002千円

○拠点形成に向けた誘導策検討業務 7,500千円
人口減少・超高齢社会の進展に対応した、コンパクトな拠点市街地の形成に向け、特定用途誘導地区や生産緑地地区といった都市計画に

関する拠点形成誘導策について検討します。

久留米市都市づくりプロジェクト

[プロジェクトチームの目的]
20年から30年後の久留米市を見据えた
都市づくり構想を検討する。

【平成30年度の取組み】
○土地利用方針の検討・作成
○庁内検討会議の開催

○鉄道駅周辺拠点市街地基本設計等業務 16,000千円
鉄道駅周辺における魅力的な市街地環境の計画設計を行い、

鉄道駅周辺の拠点市街地形成を推進します。
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安心・快適・都市力（やすらぎと発展）のまちづくり

② 都市開発・地域開発のまちづくり

中心市街地再整備事業 405,387千円

中心市街地の活性化と都市環境や防災・防犯上の課題を改善するため、細分化された土地の高度利用を

図るとともに、新たな都市空間の創出及び中心市街地定住促進のための環境整備に取り組みます。

○第一種市街地再開発事業費補助金(JR久留米駅前第二街区) 360,420千円

・池町川緑道整備 10,000千円

・久留米アリーナ周辺歩行動線整備 25,000千円

○中心拠点整備事業 35,000千円新規

○中心市街地地区調査・検討 8,000千円

JR久留米駅前第二街区のイメージパース

生活支援交通整備事業 50,914千円

公共交通の利用が不便な地域の移動手段を確保することを目的とした生活支援交通として、「よりみちバス」や「コミュニティタクシー」を実施します。

○生活支援交通〔よりみちバス〕運行委託（北野・城島地域）

○地域交通対策事業費補助金〔コミュニティタクシー〕

33,392千円

14,370千円

鉄道利用促進事業 13,202千円

○交通結節機能整備実施設計業務委託料

○鉄道施設等耐震補強事業費補助金

7,000千円

5,840千円新規
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安心・快適・都市力（やすらぎと発展）のまちづくり

③ 安全・安心なまちづくり

防災対策強化事業 79,200千円

新規

近年の大規模災害を踏まえ、地域の防災力を強化するために、防災に関する啓発事業や避難所運営体制の構築、避難所の充実を図ります。
また、防災、災害情報の収集・共有、的確な避難情報発令などを行うため、システムの構築や市民向けの防災情報啓発ツールの充実を図ります。

新規 ○災害対策支援システム構築 22,376千円

○防災行政無線整備 17,394千円

○避難所運営体制の充実 4,038千円

○自主防災組織育成事業費補助金 4,000千円

○WEB版ハザードマップ作成 2,531千円
新たなツールでのハザードマップの提供を行い、防災意識の啓発・向上につなげます。

市街地浸水対策事業 36,850千円

市街化の進展に伴う土地利用の変化や近年増加している集中的な豪雨による浸水被害の軽減を図るため、ハード・ソフト両面から対策に取り組みます。

○内水氾濫流域浸水対策検討業務委託料 8,000千円

　　 クリークなど既存ストックを活用した浸水対策の検討を行います。

○排水路改良事業 28,300千円

○雨水貯留施設等設置事業費補助金 300千円

新規

新規

【雨水貯留施設等設置事業費補助金概要】
補助対象：雨水貯留タンク

市内全域、容量制限なし
補助金額：設置費の1/2かつ上限3万円

WEB版ハザードマップのイメージ
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安心・快適・都市力（やすらぎと発展）のまちづくり

③ 安全・安心なまちづくり

公共建築物ZEB化事業 5,074千円

○既存公共建築物ZEB化モデル計画策定 5,074千円
地球温暖化対策実行計画に掲げる温室効果ガス排出量削減目標達成に寄与するため、空調改修を予定している施設等を対象にZEB＝ﾈｯﾄ・

ｾﾞﾛ・ｴﾈﾙｷﾞｰﾋﾞﾙ（年間のエネルギー消費量が正味ゼロの建築物）化を検討し、実現可能な施設についてはモデル施設として整備計画を策定します。

新規

【危険ブロック塀等撤去補助金概要】
補助対象：①②の条件を満たすブロック塀等

①危険と判断されるもの
②公道に面し、高さが1m以上であること

補助金額：1件あたり撤去費の1/2かつ上限12万円

老朽家屋等除却促進事業 36,826千円

老朽化し放置され周辺に悪影響を及ぼしている空き家等又は危険性の高いブロック
塀等の撤去費の一部を助成し、市民の安全の確保と住環境の改善を図ります。

○老朽危険家屋等除却促進事業費補助金 30,000千円

新規 ○危険ブロック塀等撤去補助金 6,000千円

環境まなびのまちづくり事業 12,198千円

環境問題の解決及び持続可能な社会の構築に向けた地域社会全体での取り組みを促進するため、環境問題
に関する正しい知識と環境配慮行動につながる高い意識を醸成する環境学習・啓発事業を実施します。

○環境フェア 4,240千円

○環境交流プラザ開催事業 2,412千円

環境交流プラザ事業
（こどもなつやすみ教室）
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安心・快適・都市力（やすらぎと発展）のまちづくり

③ 安全・安心なまちづくり

セーフコミュニティ推進事業 6,121千円

「安全で安心して暮らせるまちづくり」を目指し、市民、地域コミュニティ組織、行政、関係機関などが連携・協働して、けがや事故を

予防するセーフコミュニティ活動を推進します。また、平成30年度の国際認証の再取得を契機に、取り組みの充実を図ります。

○普及啓発 2,558千円

校区コミュニティ組織運営費等補助事業 559,155千円

○校区コミュニティ組織運営費等補助金 550,965千円
校区コミュニティ組織（46校区）の運営及びまつり等にかかる経費の一部を助成し、校区住民による自主自立的なまちづくり活動を促進します。

○セーフコミュニティ推進支援 1,154千円

学校周辺安全対策事業 60,800千円

○通学路安全対策 41,500千円

○ゾーン30整備（大手町） 16,000千円

児童の通学時における安全を確保するため、学校周辺における路側帯のカラー舗装など通学路の安全対策を実施します。

セーフコミュニティフェスタ

拡充 ○熱中症対策、避難所機能維持・向上対策事業 11,540千円
災害時における避難所として機能している校区コミュニティセンターに対し、空調設備改修の助成を行うことにより、避難所の環境向上を図ります。

校区コミュニティセンター等建築費補助事業 135,723千円


